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【問 1】日本語に合うように、文中の（  ）内に入る英単語を答えなさい。 

出題意図：科学的内容を含む英文への読解力、ならびに科学分野の一般教養への

理解度を評価 

 

1. Let me (              ) the main points made in this chapter. 

 

この章の主な論点を要約しよう。 

 

解答例：summarize 

 

2. Would you please tell me (              ) to (              ) to the station?  

 

駅への行き方を教えていただけませんか。 

 

解答例：how / get 

 

3. He ran as fast as (              ) to catch (              ) with you.  

 

彼はあなたに追いつくために全速力で走った。 

 

解答例：possible / up 

 

【問 2】下記の文章を英語に訳しなさい。 

出題意図：科学的内容を含む英文への読解力、ならびに科学分野の一般教養への

理解度を評価 

 

1. 政府は科学・技術顧問に、代替エネルギー源を探すように要請している。 

 

解答例：The government has requested its science and technology advisors 

to search for alternative energy sources. 

 

2. 触媒量に比例して、反応速度は増加した。(触媒: catalyst) 

 

解答例：The reaction rate increased in proportion to the amount of catalyst. 

 

3. 近年、生物学や化学の分野に著しい進歩がみられる。 

 

解答例：In recent years, remarkable progress has been made in the fields of 

biology and chemistry. 
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【問 3】下記の英文を日本語に訳しなさい。 

以下の文章は Isaac Asimov著 (谷岡 淑郎 編註) 「Science and Human Beings 科学と人間」 

(成美堂) の一部を引用したものである。 

 

 

 

（回答欄）  

著作権の関係から解答例については非開示とします。 

 

 

出題意図：科学的内容を含む英文への読解力、ならびに科学分野の一般教養への

理解度を評価 

 

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。 
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【問 4】あなたの研究テーマについて 210 文字以内の日本語で記述し、それを英訳しな

さい。英訳の文字数制限はない。 

 

（日本語）下記のマス目 (210字詰め) に記入せよ。 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 

（英訳） 

解答例については単一の正解が存在しないため非開示とします。 

 

 

出題意図：以下の観点から評価 

1. 今後取り組む（または取り組みたい）研究に対する理解度 

2. 科学コミュニケーション能力（科学的な情報を的確に伝える力） 

3. 英文法に関する理解度 

4. 専門分野における重要な英単語・英熟語に関する知識 

 


